
第２学年 保健体育科学習指導案 (富島高等学校)

平成２６年１０月２４日 金曜日 ３校時
第２学年商業科１組（男子８名、女子３１名）
場 所 大会議室
指 導 者 日野 譲士 T1

髙林 真裕 T2

１ 単元名 「生涯を通じる健康 生涯の各段階における健康」（３時間）
２ 単元の目標 （第２学年）

（１）生涯の各段階おける健康に関する資料を探したり、見たり、読んだり、課題の解決に向け
ての話合いや意見交換をしたりするなどの学習活動に意欲的に取り組もうとすることができ
るようにする。 （関心・意欲・態度）

（２）生涯の各段階おける健康に関する資料等で調べたことを基に課題を整理したり、学習した
ことを、個人及び社会生活や事例と比較したり、分析したりするなどし、筋道を立ててそれ
らを説明することができるようにする。 （思考・判断）

（３）生涯にわたって健康を保持増進するには、生涯の各段階の健康課題に応じた自己の健康管
理及び環境づくりがかかわっていることを、心身の発達や健康状態などの保健の立場から理
解できようにする。 （知識・理解）

３ 単元の評価規準（第２学年）

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解

・生涯の各段階おける健康に ・生涯の各段階おける健康に関 ・生涯の各段階おける健康課題
関する資料を探したり、見 する資料等で調べたことを基 について、心身の発達や健康
たり、読んだり、課題の解 に課題を整理したり、学習し 状態などの保健の立場から、
決に向けての話合いや意見 たことを、個人及び社会生活 理解したことを言ったり書き
交換をしたりするなどの学 や事例と比較したり、分析し 出したりしている。
習活動に意欲的に取り組も たりするなどし、筋道を立て
うとしている。 てそれらを説明している。

４ 学習活動に即した評価規準（第２学年）

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解

①生涯の各段階おける健康に ①生涯の各段階おける健康につ ①思春期と健康について、ワー
ついて、グループでの話し いて、提示された情報を分類 クシートに書き出したりして
合いなどで意見を交換した したり整理したりして、その いる。
り、自分の考えを発表した 理由を説明している。 ②結婚生活と健康について、ワ
りする活動を通して、学習 ークシートに書き出したりし
に主体的に取り組もうとし ている。
ている。 ③加齢と健康について、ワーク

シートに書き出したりしてい
る。

５ 指導観
（１）教材観

平成２０年の中央教育審議会答申において、新学習指導要領の改善の基本方針として、保
健については、「小・中・高等学校を通じて系統性のある指導ができるように、子どもたち
の発達の段階を踏まえて保健の内容の体系化を図る。」とある。小学校段階では、体育にお
いて、「異性への関心」を、中学校段階では、保健において「異性への尊重」を内容として
取り扱っている。高等学校段階では、大単元「生涯を通じる健康」の中単元「生涯の各段階
における健康」のなかの本単元である「結婚生活と健康」において学習内容の体系化を具体
的に図っていく。

「結婚生活」とは、生育環境や生活様式の違った男女が共同生活を行うことであり、お互
いの考えや意見を尊重し、受け入れることで、結婚生活の意義や大切なことは何かを学んで
いく。また、お互いの健康状態を把握し維持管理することは、幸せな結婚生活の基盤となる
ことも理解させていきたい。さらに、パートナーを傷つけてしまう行為（DV）についても、
それが起きる原因とその対処方法や支援の仕方などを生徒 1人 1人が考え、解決に向けて話
し合わせることができる。



（２）生徒観
本学級の生徒の実態として、本教材の導入に行った「保健アンケート」では、保健学習が「好

き」「どちらかというと好き」と回答した生徒が７割を超え、また、「保健の内容は将来の生
活に役に立つと思いますか」の回答に８割の生徒が、「役に立つ」、「どちらかというと役に立
つ」と回答した。以上のように、生徒の大半が「保健」の授業に対して興味・関心が高く、将
来のために必要な教科だと認識している。授業においては、理解度は高いものの女子生徒の割
合が多く、積極的に意見を発表したり、話し合いなどのグループ演習を行う雰囲気が定着して
いない。また、「結婚」については、７割の生徒が「幸せ」や「楽しそう」などの良いイメー
ジを持っており、９割の生徒が２０代での結婚を望んでいる。このような実態の生徒に対して、
「結婚生活」を送るうえで生じてくる妊娠・出産や家族の健康への責任、また、近年増加して
いる DVなどの現状を理解してもらい、将来の結婚への足がかりとしてもらいたい。

（３）学習を進めるに当たって
保健学習に興味・関心が高い生徒が多いが、発表や話し合いの場面（言語活動の充実）が少

ない現状を踏まえて、より意見が出やすい雰囲気作りとして、養護助教諭との TT で授業を進
め、活発な意見を引き出していきたい。

また、県北支部における研究の一環として、「ワークシートの充実」をテーマに行っている。
各学校の研究から、より授業内容に沿ったワークシートを生徒に提供し、充実した授業作りを
行っていきたい。

６ 指導と評価の計画

評価規準

時間 ねらい・学習活動 関心 思考 知識 評価方法
意欲 判断 理解
態度

１
（ねらい）

思 ・思春期における心身の発達や健康課題について特に性的成熟に伴い，心理面，
春 行動面が変化することについて理解できるようにする。また，これらの変化に対
期 応して，自分の行動への責任感や異性を尊重する態度が必要であること，及び性
と に関する情報等への適切な対処が必要であることを理解できるようにする。
健
康 （学習活動）

１ 高校生期の心身の性的成熟に伴う身体の変化について ① 学習ノート
図や表を用いて理解する。 観察

２ 自分の行動への責任感や異性を尊重する態度について、
事例を用いてディスカッションし理解を深める。

３ 思春期における、心理面、行動面の変化について表や
グラフを用いて理解する。

４ 性に関する情報等への適切な対処について、事例を用
いてディスカッションし理解を深める。

２
（ねらい）

結 ・健康な結婚生活について，心身の発達や健康状態など保健の立場から理解でき
婚 るようにする。また，結婚生活を健康に過ごすには，自他の健康への責任感，良
健 好な人間関係や家族や周りの人からの支援，及び母子への健康診査の利用などの
生 保健・医療サービスの活用が必要なことを理解できるようにする。
活
と （学習活動）
健 １ 受精、妊娠、出産とそれに伴う健康課題について、図 ① ② 学習ノート
康 や表、アンケート結果などから理解できるようにする。 観察

２ 家族計画の意義や人工妊娠中絶の心身への影響などに
ついて、事例を用いてディスカッションし理解を深める。

３ 結婚生活を健康に過ごすために、自他の健康への責任
感、良好な人間関係や家族や周りの人からの支援、及び
母子への健康診査の利用などの保健・医療サービスの活
用が必要なことを、図や表を用いて理解できるようにす
る。



４ 健康な結婚生活について，ブレインストーミングや、
ロールプレイングを用いて理解を深める。また、養護教
諭と連携し更に理解を深める。

３
（ねらい）

加 ・加齢に伴う心身の変化について，形態面及び機能面から理解できるようにする。ま
齢 た，生きがいをもつこと，家族や親しい友人との良好な関係を保つこと，地域との交
と 流をもつことなどが重要であることを理解できるようにする。さらに，中高年の健康
健 状態，生活状況やこれらに対する種々の施策が行われていることを取り上げるととも
康 に，高齢社会の到来に対応して，保健・医療・福祉の連携と総合的な対策が必要であ

ることを理解できるようにする。

（学習活動）
１ 加齢に伴う心身の変化について，図や表を用いて理解

できるようにする。
２ 中高年期を健やかに過ごすためには，若い時から，適

正な体重や血圧などに関心をもち，適切な健康習慣を保
つこと，定期的に健康診断を受けることなど自己管理を ① ③ 学習ノート
することが重要であることを、事例を用いたディスカッ 観察
ションを行い理解を深めることができるようにする。

３ 生きがいをもつこと，家族や親しい友人との良好な関
係を保つこと，地域との交流をもつことなどが重要であ
ることを事例を用いて、理解できるようにする。

４ 中高年の健康状態，生活状況やこれらに対する種々の
施策が行われていることを取り上げ，高齢社会の到来に
対応して，保健・医療・福祉の連携と総合的な対策が必
要であることを、課題学習を用いて理解きるようにする。

７ 本時の展開（２時間目／３時間 生涯の各段階における健康「結婚生活と健康」）
（１）本時の目標

・ 結婚生活と健康について、アンケート結果や提示された情報を分類したり整理したりして、
その理由を説明している。 （態度①）

・ 結婚生活と健康について、ワークシート書き出したりすることができるようにする。
（知識①）

分 学習内容・学習活動 指導上の留意点
（◇：指導 評価：○）

0 １ 生徒の発表やワークシートで、前時に学習し ・本時の学習内容と課題を確認させ、
た内容について確認をする。 学習意欲をもたせる。

２ 教師の説明により本時の学習内容について確 ・グループ活動が活発に行われるよ
認をする。 うに机間巡視や声掛けを行う。

本時の目標については、黒板に提示する。

5 ＜学習内容１＞ 結婚生活に必要な条件

発問１ なぜ日本では、結婚できる年齢が男性１８歳で女性が１６歳なんだろうか？
（T1）

３ 自分の知識、身の回りの人を基にしながらワ ・健康な結婚生活のためには、年齢
ークシートに書き出す。 以外にさまざまな条件がクリアされ

なければならない。
４ クラスでの事前アンケートで結婚したい年齢 ・クラスメイト全体が結婚に対して、

や結婚相手に求める条件は何が多かったかを どのような考えを持っているか知る。
話し合わせる。



５ ワークシートに書き出した内容について、友 ・自分の考えと比較したり、関係を
達の発表や教師(T1)の説明を聞きながら確 見付けたりして確かめるよう助言す
かめる。 る。(T2)

15 ＜学習内容２＞ 性機能の成熟と出産適齢期

発問２ 妊娠・出産を考えたとき、それに適した年齢というのはあるだろうか？
（T1）

６ ワークシートを完成させる。 ・教科書の図を参考に、出産適齢期
があるということと、女性の社会進
出による変化に気付かせる。

７ ワークシートに書き出した内容について、友 ・自分の考えと比較したり、関係を
達の発表や教師の説明を聞きながら確かめ 見付けたりして確かめるよう助言す
る。 る。

・机間巡視しながら指導助言をする
（T2）

25 ＜学習内容３＞ 良好な結婚生活を送るために

発問３ 良好な結婚生活を送るためには、パートナーに対してどんなことに配慮し
たらよいだろうか？（T2）

８ 自分の考えをワークシートに書き出す。 ・健康状態の把握、お互いの個性を
認め合い、受け入れる事の大切さを
押さえながら書かせる。
・机間巡視しながら指導助言をする

（T1）

９ 良いコミュニケーションをとることの必要性 ・DVD を見せた後に、養護教諭の立
について、教師（T2）から説明を聞き、良 場からみた、高校生年代の現状につ
好な結婚生活を送るためには、お互いの気持 いても説明を聞き、理解させる。
ちを理解し合うことが大切な事を理解する。
その際、DVについても説明する。 ・DV には専門的な支援機関の存在

があることを知り、積極的に話し合
わせる。

35 ＜学習内容４＞ 家族の健康への責任

発問４ 結婚すると、家族の影響で自分の健康に問題が生じることがある。たとえ
ば、それはどんなことだろうか？（T2）

10 「健康な結婚生活」について、教師（T2） ・資料「ライフサイクルにおける健
の説明を聞き、結婚後におこる健康障害につ 康障害の現れ」を参考にしながら、
いてワークシートに書き出す。 結婚後におこる健康障害について理

解できるようにする。

11 本時の振り返りをワークシートにまとめると ・ワークシートに記入することによ
ともに、学習内容を理解する。(T1) り本時の学習を振り返るように促す。
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